





































は、長州征伐直前の勝義邦との会談によって 幕府衰退の事情や内乱回避を説かれたこと、そ 後の征討諸藩の疲弊を食い止めること、西郷の長州藩諸隊幹部 の会談による相互理解があったことなど 事由 帰し いる嫌いがあり、久光の意思との連関性については、ほとんど考察がなさ ていない。加えて、長州征伐における西郷の寛典処分や解兵に向けた周旋につい 十分な言及がなされておらず、そ 前提となる高崎五六による岩国領主吉川経幹に対する外交政略への
評価は、不当に低いと言わざるを得ない。また、この間の薩摩藩内における様々な改革の実態や、その実行における小松の役割については不分明である。
本稿では、これらの諸問題について可能な限り考察を加




心に西郷・吉井・伊地知によって構成された在京要路の認識に基づいており、将軍家茂の進発 前提とした強硬論であった。実際の戦闘を体験している在京藩士が即時征討を唱えるのは至極当然であり、中央政局の雰囲気そのものであった。しかし、将軍進発は宣言されたものの、容易に実現 気配はなく、総督の人選も在京幕閣は松平春嶽を推した 、江戸政府 総督に前尾張藩主徳川慶勝、副将に越前藩主松平茂昭を指名した。
3第一次長州征伐における薩摩藩
一方で、薩摩藩の内政においては、下層藩士の勢威が増し
ており、元治元年六月に言路洞開を要求して藩政に関与を求めたため、それに圧されて議政所が設置された。その動向を抑えて上からの統制を取戻し、また、後述する様々な藩内改革を実現するため 久光の実質的名代として在京する小松の早期召還は回避できない情勢であった。中央政局の不穏な状況から、なかなか帰藩は叶わなかったが 禁門の変で長州藩を撃退したため、暫時の帰藩が可能との判断から、島津久治の帰藩に合わせて、小松は八月二十二日に大坂を発して鹿児島に向かった。なお、国許における長州征伐 対する動向であるが、当初は京都からの注進を踏まえ 既に長州藩との戦闘に向けた軍備 整え始め おり、八月五日には藩主茂久が長州征伐に出陣する旨の藩達が家老より連名で出さ 、臨戦態勢が敷かれ ことにな
幕府は将軍進発の方針を取り消さないまでも、その実現に




















循の臭気が抜け切らず、特に近頃は安政五年（一八五八）当時の俗吏が復活しており、老中が会津藩士と 面会すら拒否している状況では、帰府周旋は全く無意味であると峻拒た。そして、幕府は当てになどならず将軍 進発は不可能であり、雄藩が奮発しなければ長州征伐など画餅である 切言して、西郷らを驚かせた。勝の国政論は 「長 征シ幕吏罪
4をならシ、天下の人才を挙て公議会を設け、諸生といへとも其会ニ可出願之者ハサツ〳〵と出シ、公論を以国是を定ムヘシ」と言うもので、長州征伐を実行し、幕吏を批判して公議会を設けて諸藩士といえども希望者は出仕させ、公論によって国是 定めるべきであるとの策であった。西郷らは只今のところ、この方法でなければ国家 挽回はあり得ないと同調する。
また西郷が、外国艦隊が摂海へ闖入した場合の対策を勝に




期に及んでは「明賢の諸侯四・五人も御会盟に相成り、異艦を打ち破るべきの兵力を以 、横浜並びに長崎の両港を開き、摂海の処は筋を立て談判に相成り、吃 条約を結ばれ候わば」 、皇国の瑕瑾とならず異人も条理 服すると勝は説く。その結果、天下も安定し国是も確立するとして、賢侯の上京までは勝が責任 以って幕閣に迫り 外国船の摂海へ 来航を阻止しておくと明言したため、西郷も感服して賛意を表した。
一方で西郷は、現時点でこのような議論を興してもうまく
いかず、また幕府が有志大名の離間策を採るこ は疑いないので、摂海に外国船が来航して談判を迫ってきた時に諸侯会盟策を持ち出して一気にその方向に持っていく必要があり、
「一度此の策を用い候上は、いつ迄も共和政治をやり通し申さず候わでは相済み申す間敷候間、能々御勘考下さるべく候」と、在藩の大久保に決意を伝えた。西郷がこの時点で描く「共和政治」の中心は諸侯会議であるが、 「若し此の策を御用いこれなく ば、断然と割拠の色を顕わし、国を富ますの策に出ず候わでは相済み申す間敷儀と存じ奉り候」と、実現しない場合は鹿児島に割拠して富国策を講 る必要があると述べている。 の方針 まさに後述する久光のそれと合致しており、西郷の意を踏まえた大久保から久光に入説があったかも知れない。
禁門の変を自らの兵力によって制した薩摩藩にとって、長
州征伐は迅速にかつ徹底的に実行さ なければならなかった。そのため、将軍進発を執拗に求め、それが叶わない場合は総督または副将によ 名代 期待した。しかし、長州征伐後の薩摩藩の方針については、朝政参与と う有力諸侯による国政参画が失敗し ばかりであり、次 るビジョンに確固たるものがなかった め、西郷は勝の大政委任 捉わ い「共和政治」という諸侯会議構想に大きな関心を示した。幕閣の無能ぶりと復古主義の実態を吐露されたことも相俟って、今後の有力な藩是として認識 その実現が叶わ 場合は、国許に割拠して富国強兵を図り、幕府との対峙も辞さない意向の醸成が窺え 。
5第一次長州征伐における薩摩藩
なお、西郷が大久保に対し、 「然しながら、次第して申さ






























6分な謝罪があれば、 「其筋ニ応し自ら御処置之道御評議も可有御座」と寛大な処置も可能となるが、 「万一御断り無之龍城割拠之姿相見得候時は 素より論なし」であり、朝幕共に断然と追討を決すべきであると提言する。
しかし、幕府が忌み疑うところは、 「必薩長二藩之強盛ニ
有之」 、以前より両雄を戦わせる施策は往々にして見られたが、今回は禁門の変を引き起こしたため 幕府には長州藩を征伐する以外の方策はない。そこで、 「此御方を以幸先手ニ使役セしめ、其鋭を抜置他日又其災を是ニ及さんと欲する之素意無にしもあるへからす」と、幸いに薩摩藩を先鋒 して使役させ、藩の勢威を削ぎ落 底意である。 の様に、長州藩の恨みを薩摩 に及ぼそうとの魂胆であることは疑いなく、今回の長州征伐では先鋒を辞退した上で戦功 立てることを主張した。加えて、関ヶ原の戦いや大坂夏の陣を例に取り、幕府によって藩地を削られたり、滅亡に追い込まれたりした実例を挙げ、その奸計によって藩の勢威が損なわれたり、滅亡に追い込まれることへの危惧を示して至急の対応暗に求め 。
この間の薩摩藩の長州征伐に対する方針は強硬論一辺倒で
あったが、黒田の建言ではあくまでも 藩の出方次第であるとの姿勢を示した。下関砲撃事件について言及がないことから、八月初旬に久光に建白された可能性も否定できない


































長州征伐の総督問題であったが、将軍の進発が実現しない中、九月十四日に慶勝は名古屋を発し、二十一日に入京た。二十三日、老中稲葉正邦は家茂の命に り慶勝に陣羽織・采配を下賜したが、それに対して慶勝は 長州征伐 全権委任を懇請した。 月四日に幕府 軍事委任 朱印状を交付し、九日に至り 総督慶勝以下 進軍を促し、副 茂昭に九州発向を命じ 十月六日、征長総督府 従軍諸 対して、大坂において軍議を開くので二十 まで 近国は藩主自身、その他は家老の参集を、 月十一日には出征諸藩に十一
8月十一日を期して配備を完了し、同十八日に攻撃を開始することを命じた。こうして、ようやく総督問題はけりがつき、征長への段取りが整いつつあったものの、軍略等は未だ曖昧なままであった。
小松は九月二十九日、約一ヶ月振りに着坂（十月二日着
























には御受け仕る、何とも申し上げ難き次第にて恐れ入り候訳に御座候」と甚だ恐縮 体を示 、帰藩の意志があり出処進退は衆議に任せたことを告げる。しかし、 「摂海異船の訳も御座候に付き、得と形勢情実 次第、一往は罷り下り候 言上仕り候方宜敷は御座ある間敷やと愚考仕り候に付 」 、小松に相談したところ、今や朝廷危急の際なので、来月までは見合わすように命じられた。小松より委細連絡があるので、その旨了解することを求めて久光への取り成しを依頼 た。
西郷は中央政局に復帰後、久光の遺策である禁闕守衛を尊






急遽上京し、将軍上洛の件を大久保忠寛と相談したところ、「只今にては閣老辺幕役の者遮るべき人もこれなく候得共」 、因循で直ぐには実現しそうにないため、天璋院から一言口添えしてもらえば、老中たちも反対できないだろうとの結論となり、岩下は西郷にその旨を進言した。しかし、西郷は「御国元へ伺い越し候ては急速 間に逢い兼ね候」と危惧し、近衛忠房に書状を依頼し、併せて忠房から、久光の名代である島津珍彦に意を達 、珍彦からも天璋院宛の書状を発した。
このような対応は、 「中将様思召しの処も如何と御案じ遊




















勢いもこれなき模様と相見得」るが、幕府の「末家又は吉川等の者、悉く官位並びに屋敷御取り揚げ相成り、死地に追いはめ候御処置」を誠に拙策であるとし、 「一途に攻め込み候儀、実に馬鹿等敷次第に御座候」と厳しく非難する。征討軍がいかに多勢であったとしても、追い詰められた長州藩は死にもの狂いであり、容易に攻め落とすことは困難であるとして、 「長人を以て長人を所置したき の 御座候」との自説を展開した。
そして、 「若し此の一戦に失し候ては、前の戦いも無に成












と、小松の言説を伝えている。小松は現在の幕府の実態で長州征伐を実行した場合、外国の術中に陥るとして、まずは幕府自体が反正しなければとても征討などでき も で ないと、慶喜や他藩士に対 て明言していること 閑却できない。事実上、長州征伐を否定的に捉 おり、薩摩藩の抗幕姿勢が明言されている。
さて、長州征伐の動向であるが、十月十五日、征長総督徳






り、早速向かったところ、最初に側用人田宮如雲と面談し、そこに大目付永井尚志が合流、暫くして成瀬を伴った慶勝との謁見となった。慶勝は「御丁寧の御挨拶振りにて 打ち明けて存慮御承知成されたきとの事」であったので、西郷 吉川経幹が宗藩の恭順実現に向けて尽力する動向を詳しく申し述べた。策略については、長州藩内が抗幕・武備派と従幕・恭順派（いわゆる正義党と俗論党） 分かれている現状は天の賜であり、内部分裂を利用して長州人 もって長州人を制する持論を展開した。
そして、 「両立のものを一に死地に追いはめ候儀、誠 無










らで、幕権の失墜 食 止めようとする志向が窺われる 九月二十一日の入京以降、慶勝側近の田宮如雲・長谷川惣蔵は
西郷と接触し、薩摩藩の長州征伐の方針である長州人同士で片を付ける戦略を熟知しており、 長軍が戦火を交えず解兵する可能性がある該戦略への期待があった。
しかも、薩摩藩は有数の雄藩であり、禁門の変においても









月十四日には要人 福岡藩主黒田斉溥の許に派遣し、藩主父子の救解の斡旋を依頼した。九月二日に至り、斉溥は喜多岡勇平らを経幹 許に派遣して、経幹自らが速に山口に赴いて藩論を恭順にまとめることを勧告 、肥後藩を始め九州諸藩には長州藩のために周旋する意思はないが、薩摩藩だけは恭順の姿勢を示せば周旋の用意があることを報告した。その後上京した喜多岡は、薩摩藩によ 長州藩寛典への仲介を期待し、薩摩藩士藤井良節と度々面談 て経幹の完全恭順の趣と山口での苦心の動向を伝え 。
それに対し、藤井が薩摩藩も長州藩寛典の周旋を行う意思






相唱候得共」 、そのようなことは全くなく、攘夷については同意であり、薩摩藩は「急速ニ攘夷ハ出来申間敷」 、長州藩は「速ニ掃攘被遊度」との国論で、攘夷実行の緩急の相違のみによって齟齬が生じている。長州藩は薩摩藩船を砲撃したが謝罪の使者を派遣したため禍根はなく、禁門の変も「素リ御敵対申候訳は無御座候へとも」 、余儀なく戦闘に及んだ。その際、十人ほどを召し捕らえた 今 も懇ろに保護しており、何れ釈放する積りで、そうなれば更に両藩の「私怨を含ミ不申儀は御氷解」することができると、この間の両藩の懸案については問題がないことを表明した
また、会津藩は「召捕之面々頭上ニ大針を打込残忍刻薄之
事共ニ而」 、人望を失っており、行動を共にすることができない。幕府は近ごろ「衰政ニ而事々覇者之所置ニ無之」 、現在は外国が四海を窺っている不穏な時勢であり、 「責而大藩たけなりとも手をつなき合ひ不申而は、皇国之衰運 も立至リ遺憾不少事ニ付」 、他藩のような名目でない真の周旋を行いたいと連携も視野に入れた提言を行った。そもそも高崎派
14
遣について、小松不在の京都においてその指示を下したのは西郷であったが 藤井の具申からであり、西郷自らが積極的に動いたものではなかった。捕虜の釈放については西郷の策略であったが、その他の内容については指示をした形跡がなく、この段階での西郷は長州藩厳罰論であり、連携などを検討していたはずがない。 ぜ高崎はこ ような発言を、藩の代表として成し得 のだろうか。
ところで、高崎の上京はいつ頃であったのか。高崎は久光


























し、諸藩は経幹の宗藩への忠誠に敬意を表し、服罪して恭順を尽くすのであれば、 「譬へ幕府如何程苛刻処置申立候共、諸藩決而承知不致飽迄尽力保護可申上と、大形一定之議論ニ御座候」と、たとえ幕府がどのように苛酷な処置 申 立てようが、諸藩は決して承知せず、あくまでも寛典 分に尽力して長州藩を守ることにほぼ決したことを告げた。
そして、繰り返し「暴論輩」を厳罰に処し、悔悟の姿勢を






























ヲ諸藩疑ノコト」 「尹宮（朝彦親王）申承分（略）薩ノコト一卿幕 等皆心付ノコト」 十一月二十六日条） 、 「退出向前殿下（近衛忠煕）申承分（略）薩討幕内公同意天璋院等ノコト内々申入了、肥後土藩等薩疑ノコト」 （十二月二日条） 、「早旦退出、安清（安達清風）来談（略）大島（西郷）
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対し、十日 山田は宗藩 対 て捕虜 助命の周旋を行うとし、かつ薩摩藩の憐憫の情に富む対応に深甚な謝意 表した。薩摩藩のこの行為は今回の周旋同様、その後の薩長融和
の嚆矢と位置づけられる重要な事象である。長州藩においても、西郷の好意に対して迅速な対応を始めており、十二月五日、上級家臣である八組士山田重作に厚誼に謝するため鹿児島行きを命じた。このように、長州藩も間髪入れずに薩摩藩との融和関係の模索に動いていたことが窺える。
征討軍は既に長州藩の四境に迫っており、総攻撃を回避す












暴臣共ニ誑誣被致、乍疑惑相渡候段申入候覚悟之由」と回答した。西郷はそれを了解し、 「夫ニ而御格別無之段申上」 、引き取っているが、西郷が事前に詰問内容 経幹に漏洩し、回答の確認をしている事実から 薩摩藩の周旋実行への並々ならぬ決意が窺えよう。
成瀬の他に大目付永井尚志・目付戸川忠愛・軍目付三名が
居並び、次の間に芸州藩家老辻将曹・西郷が詰めていた会見において、永井は城の召し上げと藩主父子の面縛を経幹 求めた。会見時の成瀬の発言につ ては諸史料に言及がないことから、征討軍を代表して永井が詰問役となっていたことは自明であるが、事前に総督府と調整 ていた形跡は見い。永井が城の没収等を明言したため、経幹のみならず、居合わせた総督府関係者が一応に驚きを禁じ得なかった はその証左である。
幕府を代表する永井は長州征伐に厳罰で臨もうとしてお






















意は「一藩ヲ恢復シ、 ハ諸隊 此ニ従事シセシムレ 、五卿移転 ムノ遑ナカラシムル」にあることを了解した。
よって西郷は、吉井および税所篤を伴って十二月十一日夜
















実際に経幹 語っているかどうかは不分明である。しかし、薩摩藩が用意していたことは間違 なく その内容は薩摩藩・久光の意向を反映したものであり 藩是と言える重要なものであるため、以下その内容を詳述したい。
禁門の変で長州藩主は「朝敵之汚名ヲ蒙ラレ」 、京都・大
坂・江戸などの藩邸を悉く没収され、しかも幕府は 征伐
を諸大名に命じており、吉川公も様々ご心痛であるため、芸州・福岡・鳥取・岡山等の諸藩に依頼していることと推察する。及ばずながら「於薩州モ何卒御周旋申上度段」 、藩主も同意であるため使者として西郷を派遣したと、周旋に至った事由を述べる。しかし、薩摩藩に疑念を抱かれるのは尤もなことであり、先に「攘夷之勅命被仰出、御互ニ皆相守来候処」 、薩摩藩においては武備充実のみのため 昨年から少し交易を開始した。貿易品と ては武器以外全くなく、十分に武備が整えば貿易は必ず止める決意であり、 「勅命之攘夷ニ無之テハ不相叶事」と深甚に認識している 交易の事実を認めて理解を求めた。
なお、昨年（文久三年）下関で薩摩藩の貿易船が沈めら




周旋致トハ不思寄ト、御疑念モ晴間敷候得共」 、これは私怨というもので、軽き私怨によって重要な大事を失ってはいけない 、薩摩藩への嫌疑を解消することを勧請する。そして、実に恐れ多いことであるが 勅命に背いたり、内乱にでもなって神国に生を受けた庶民に塗炭の苦しみをかけたりすることは、甚だ嘆かわしい限りであるとしながらも、 「薩州一ケ国ニテモ御周旋申上、万一相叶次第一国ニテモ討手ヲ引受可申」と、勅命に反してで 長州藩のために戦闘も辞さないとの決意を示した。
また、今の幕府の唐突で手荒いやり方は言語に絶えず、第
一には朝廷を蔑にし、益々貿易に専心して る。しかも、一旦は「諸大名参勤ヲ免シ 御台所ヲ国々ヘ退去成サシメ候処」 、以前の通りに人質の差出を沙汰しており 今更そ ようなことが可能とは思えない。芸州・岡山藩などの西国の諸大名を連合させ、 「向後ハ何事モ申合、万事相計可申段令決着」のつもりである。この上は早速諸藩に参上して連合の取り決めを行 つもりなので、何卒長州藩主に 連合 加盟して欲しいとする。本口上で最も重要な部分であり 参勤交代の復活などの幕府の政事を指弾して西国諸藩連合 提唱し長州藩をその主要メンバーとして依頼している。
最後に、これでも疑念が晴れなければ、藩吏の中から誰で
あっても鹿児島まで同道したいと提言し、現在は長州藩士が
諸国を移動することは不自由であるため、 「是ニテ薩州ト御名乗御通行可被成」 、また、京都・大坂・江戸等の留守居役に、その旨の書簡を認めておくので持参が可能であり、 「同藩同様之御扱可仕候、何卒々々御疑念御晴可被下候」とまで切言した。それにしても 度を越した厚遇を示唆しており、薩摩藩の長州藩に対する思い入れは尋常なレベルではない。先の高崎五六の周旋内容に加え 幕府を具体的な政事内容で痛烈に非難し、西国諸藩によ 連合構想 ぶち上げて、その中核に薩長両藩を位置づけており、この段階からの薩長連携に向けた薩摩藩の強い秋波が窺えよう。
さて、この間の総督府の施策について、十二月十一日、慶
















十七日、西郷は現状を殊 外心配する慶勝に意見を尋ねられ、従幕・恭順派政府が諸隊追討を決めた以上 総督府は如何ともし難いとして、長州藩内 乱は度外視すべきであるとの見解を示した。
その上で、今後の方針としては、石河ら巡検使の帰着を待




軍諸藩が解兵は近いこと 期待しているからである。この上虚しく「討手の を留め置かれなは 諸藩中或ハ幕命を待た
すして兵を引揚くる輩あらんも測りかたし」 、万が一そのようなことになれば、総督府の威厳を損なうことは甚大である。五卿の扱いは九州諸藩に命じており、征討 直接関係ないと諸藩は認識しているため、解兵以前に動座が叶わずとも決して不都合ではないと切言した。慶勝は石河らの報告も相俟って、西郷の建言を受け入れて解兵を宣言しており、西郷の尽力は筆紙に尽くしがた レベルであった。
一方で、薩摩藩に対する抜き差しならぬ不審・警戒感が幕



























臣に対し、自分が在京しているからこそ薩長両藩などが好き勝手にできず 引き上げた場合、どのような事変が生じるかわからないと切言した。慶應期のような現実的 連携は意識されていないものの 薩摩藩が長州藩と共に薩長と括られて警戒 ることは看過で ない。征討を受けた 州藩同様に、薩摩藩が幕府勢力から危険視され始めていることが窺える。
おわりに
八月十八日政変後、久光は逸早く上京して朝政参与の実現
に奔走し、中央政局の主役としてその勢威は並ぶ者がなく、企図した国政・天皇親裁は実現したかに見えたが、最も依頼した慶喜との反目から、朝政参与体制はあっけなく数ケ月で瓦解 、久光の失望や幕府への不信感は相当なレベルに達していた。このような背景の下、久光 その方針を反幕府に切ろうとし ことは、至極当然 帰結であった。禁門の変後の段階において、薩摩藩の藩是は幕府に協力した長州征伐強硬論であり、特に在京の小松・西郷 その急先鋒であった。しかし、あくまでも長州征伐そのも は実行すると 前提ではあったが 征長後の幕府の矛先が薩摩藩に向 うこ への強い警戒心から、藩論は、つまり久光の志向は明確に抗幕へと転換した。
久光は長州征伐を寛典に処して早期解兵を、また朝廷尊奉




して、総督府の総攻撃中止・五卿動座・早期解兵といった決定に容喙し続け が、その主たる政略は岩国などの支藩による長州宗藩の恭順工作であり、特に吉川経幹を通じて 周旋活動によった。西郷に先立ち、高崎五六が岩 でその地ならしを行い、西郷が経幹を介して長州藩の恭順を引き出し、自らも下関で諸隊幹部と議 て五卿動座の道筋をつけ、また、直接総督府に対して早期解兵に向けた意見を具申して 薩摩藩の意向を実現した。
本稿では、久光の長州征伐の厳罰から寛典論への転向を、
黒田清綱の建言を直接の契機とし 抗幕志 に、ま その具現化を八月後半の小松の帰藩後に実施された、藩内の人事・軍事改革や言論統制に求め、その背景 して 禁門 変後の対応における同志・周辺諸侯からの久光に対する依頼があったことを明確にした。そして、最も征長に強硬であった西郷の方針転換の直接の事由として、これまで言われてい勝義邦と 会談や征討諸藩 疲弊回避などではなく、西郷の越権行為を忌避する久光からの帰 命令にあり、西郷が独断専行的な に対する久光による懲戒を恐れたことによった
ことを論じた。なお、勝会談は西郷が諸侯会議構想や藩地割拠・富国強兵による抗幕志向を形成する触媒として重要であることを提示した。
また、長州征伐における西郷の具体的な周旋内容につい
て、面縛・開城を求める幕閣や五卿動座 拒否 諸隊幹部への対応から言及し、一方、その過程で薩摩藩の抗幕姿勢は先鋭化し、その強引な手法が反発を招いたことも相俟って、朝廷・幕府・諸侯間で薩摩藩に対する嫌疑が生じたことも例示した。そして 高崎五六による経幹に対す 外交政略については、西郷による周旋 前提 なり、久光の意向を踏まえた薩摩藩を代表したもので、薩長連携 示唆した嚆矢として極めて重要であることを提起した。加えて 西郷の経幹に対する口上は高崎外交を更 深化させ、長州藩 有力な薩摩藩のパートナーとし 位置づける 摩藩 久光の寛典論・早期解兵の方針は、単に薩摩藩一藩としての抗幕政略に止まらず、将来の盟友たる長州藩の甚大な損害を回避するの側面もあり 薩長盟約の萌芽として看過できないことを指摘した。
薩摩藩の動向は、西郷といった個人に帰することは叶わ












1）佐々木克『幕末政治と薩摩藩』 （第五章「禁門の変・征長問題と薩摩藩」 、吉川弘文館、二〇〇四年） 久住真也『長州戦争 徳川将軍』 （第二章「第一次長州出兵と元治元年の政治情勢」 、岩田書院、二〇〇五年） 、高橋秀直『幕末維新の政治 天皇』 （第五章「薩長同盟の成立」 、吉川弘文館、二〇〇七年） 、 「禁門の変の一考察」 （原口清著作集編集委員会編『王政復古への道 、岩田書院、
二〇〇七年、七～一二二頁）等
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小松公之記事（鹿児島県史料集第二十一集） 』 、鹿児島県史料刊行会、昭和五十五年、六一頁）との御感状が発せられた。また、九月五日にも家老喜入摂津より と太刀等が下賜され 更に九月中に家老川上但馬より、「中将様御滞京中重御用筋被仰付、別而骨折致尽力、其後不容易多難之場合ニ臨ミ御趣意相貫致精勤、旁別段之御取訳ヲ以右之通御加増被仰付候」として、御役 高五百石を付与された（ 「当時体難被捨置御軍備且御手当旁莫大之被為及御入価候砌ト奉存候」と辞退） 。このように、小松への藩地での評価と期待は頗る大きかった。
（
（（） 「安田助左衛門日記抄」 （ 『忠義』三、史料番号四四〇、五二四頁）
（
（1） 「議政所中止」 （ 『忠義』三、史料番号四 五、五一八頁）
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11）高崎外交について、久住真也は「これをもって薩摩藩が、福岡藩と同様に長州藩のために行動していたとか、幕府に対抗する雄藩連合を企図していたと解釈するのは早急に過ぎよう。高崎個人の言動それのみを って薩摩藩の動きを卜するのではなく、あくまで西郷や総督府の征長戦略との関連で考えてゆく必要がある」 （ 『長州











































11） 「征長出陣記 」 （ 『幕府征長記録』 、四四六 ）
（
11）日本史籍協会叢書別編『七卿西竄始末 五 野史台維新史料叢書二十一） 、東京大学出版会、昭和四十五年復刻、九九～一〇〇頁
（
11）西郷との会見者を赤禰ではなく 高杉晋作としている場合がある。例えば、 「早川養敬日記 十二月十二日条、 『大日本 稿本マイクロ版集成』 ）によると
「高杉ハ西郷、即大嶋也、ヲ指テ甘藷堀男ト云ヒタルニ大嶋ハ笑テイカニモ拙者ハ甘藷堀男ニ相違ナシト云フタ























11）西郷文吾他書翰（高橋外記他宛、十二月二十四日、会津若松市総務部秘書広聴課市史編さん担当『幕末会津藩往復文書』下、会津若松市、平成十二年、五一～五三頁） 。また、山階宮晃親王 簡（島津久光宛、十二月十七日、 『玉里』三、史料番号一二三三、七四一）による
と、 「長州一条も大島内々周旋ニ而、可然被為済候由、此上之事ト存候」とあり、廷臣間でも西郷の活躍が喧伝されていた。
（
11）三北原采女他書翰（神保内蔵助他宛、元治二年一月七日、 『幕末会津藩往復文書』下、一〇二～一〇三頁）
